
適応

①診断
　徴候：悪心・腹痛・尿が出ない・呼吸困難・下腿浮腫など
　腹部：腹水・尿閉・腸閉塞・水腎症・腹痛の鑑別
　胸部：胸水・気胸・心嚢水貯留・肺水腫・肺炎・呼吸困難の鑑別
　四肢：深部静脈血栓症・下腿浮腫の鑑別・局所痛の鑑別
②治療
　胸腔穿刺・腹腔穿刺
　静脈路確保・神経ブロック
　筋骨格系の介入（関節穿刺・筋膜リリースなど）

禁忌 なし

準備例 超音波をみやすい位置に配置し，温タオルでゼリーを拭けるようにする

手技のポイント 病態に合わせて超音波を行う
8 ヵ所，超音波を当てる方法がある

合併症 合併症はないが，術者のスキルに左右されるため不適切な診断があり得る

緩和ケアにおける POCUSTIPS


